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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、平成22年12月期より税務業務を一括して税理士法人に委託しておりましたが、今般、認可保育園の運営委託料

に係る売上高につき、消費税における課税区分を「非課税」とすべきところが「不課税」として処理されていたこと、及

び、これにより平成24年12月期から平成28年４月期までで、消費税が過小に申告されていたことが発覚いたしました。か

かる課税区分の誤りは、当社が平成27年７月にライク株式会社の連結子会社となり、ガバナンス機能を強化すべく、税務

業務についても第三者機関の意見を求めていた中で明らかになったものであり、当社が過去に公表した連結財務諸表につ

いて、会計処理等を訂正すべきであると判断しました。

　当社は、これまでに判明した事象、及びその他重要性の観点から修正を行わなかった事項の修正等を含め、第３期

（自　平成24年１月１日　至　平成24年12月31日）から第７期（自　平成28年１月１日　至　平成28年４月30日）の有価

証券報告書、第５期（自　平成26年１月１日　至　平成26年12月31日）から第８期（自　平成28年５月１日　至　平成29

年４月30日）までの四半期報告書を訂正することを、平成29年６月14日付取締役会で決議しました。

　これらにより、平成27年５月12日に提出した第６期第１四半期（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）四半

期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四

半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

第４ 経理の状況

２．監査証明について

１ 四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後

のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第５期

第１四半期
連結累計期間

第６期
第１四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

自平成26年１月１日
至平成26年12月31日

売上高 （千円） 2,366,394 2,749,730 10,113,152

経常利益又は経常損失（△） （千円） 24,252 △32,403 546,023

四半期（当期）純利益又は

四半期（当期）純損失（△）
（千円） 10,641 △25,379 311,601

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 10,675 △25,385 311,575

純資産額 （千円） 1,601,829 1,720,115 1,824,115

総資産額 （千円） 5,893,354 7,826,373 7,727,134

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期（当

期）純損失金額

（円） 2.03 △4.84 59.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.2 22.0 23.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

サクセスホールディングス株式会社(E26716)

訂正四半期報告書

 5/23



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の政策や日銀の金融政策などにより日経平均株価の上

昇が継続するなど、緩やかな回復基調が継続しました。

　保育業界におきましては、依然として都市部を中心に保育サービスに対する需要は高い状況が続いておりま

す。政府は「子ども・子育て新支援制度」を今年４月から施行させるなど、待機児童問題を解消するための取組

を積極的に推し進めております。

　このような環境の中、当社グループでは、一人でも多くの保護者の方に保育サービスを提供すべく、新規施設

の開設をすすめてまいりました。

　当第１四半期連結累計期間において新たに開設した施設は２施設となりました。

 

（受託保育事業）　合計２施設

　・病院内保育施設　合計２施設

　　埼玉県　　１施設（川口市１施設）

　　宮城県　　１施設（仙台市太白区１施設）

 

　また、当第１四半期連結累計期間において、新たに18施設の開設準備が完了し、いずれも平成27年４月より運

営を開始しております。

 

（受託保育事業）　合計６施設

　・病院内保育施設　合計３施設

　　　新潟市　　１施設（南魚沼市１施設）

　　　神奈川県　１施設（横浜市泉区１施設）

　　　大阪府　　１施設（茨木市１施設）

　・企業内等の保育施設　合計３施設

　　　埼玉県　　１施設（さいたま市中央区１施設）

　　　山梨県　　１施設（富士河口湖町１施設）

　　　東京都　　１施設（三鷹市１施設）

 

（公的保育事業）　合計12施設

　・認可保育園　合計７施設

　　　神奈川県　３施設（川崎市高津区１施設、川崎市宮前区１施設、藤沢市１施設）

　　　東京都　　４施設（練馬区２施設、板橋区１施設、三鷹市１施設）

　・学童クラブ、児童館　合計４施設

　　　東京都　　４施設（大田区２施設、江東区１施設、北区１施設）

　・小規模保育園等　合計１施設

　　　東京都　　１施設（新宿区１施設）

 

 

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,749,730千円（前年同四半期比16.2％増）と前年同四半期比

で増加したものの、４月より運営が開始となる保育施設の開園準備費用等により、営業損失は26,596千円（前年

同四半期は26,678千円の利益）、経常損失は32,403千円（前年同四半期は24,252千円の利益）、四半期純損失は

25,379千円（前年同四半期は10,641千円の利益）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（受託保育事業）

　売上高は1,020,189千円（前年同四半期比6.0％増）となりました。セグメント利益は47,760千円（同22.1％

減）となりました。

（公的保育事業）

　売上高は1,729,541千円（同23.2％増）となりました。セグメント利益は52,709千円（同48.2％減）となりまし

た。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,600,000

計 18,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年５月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,241,000 5,241,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であり

ます。

計 5,241,000 5,241,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成27年１月１日～

平成27年３月31日
― 5,241,000 ― 285,771 ― 503,893

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,239,500 52,395 －

単元未満株式 普通株式　　　1,500 － －

発行済株式総数 5,241,000 － －

総株主の議決権 － 52,395 －

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平

成27年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

サクセスホールディングス株式会社(E26716)

訂正四半期報告書

11/23



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,290,647 1,587,255

受取手形及び売掛金 590,077 694,774

原材料及び貯蔵品 2,940 21,668

その他 257,619 276,743

貸倒引当金 △687 △772

流動資産合計 3,140,597 2,579,668

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,460,826 4,288,416

減価償却累計額 △826,155 △883,410

建物及び構築物（純額） 2,634,670 3,405,005

リース資産 640,027 640,027

減価償却累計額 △47,903 △56,346

リース資産（純額） 592,124 583,680

その他 502,320 298,485

減価償却累計額 △153,785 △162,505

その他（純額） 348,535 135,979

有形固定資産合計 3,575,329 4,124,665

無形固定資産 42,573 42,134

投資その他の資産 967,731 1,079,387

固定資産合計 4,585,634 5,246,188

繰延資産 903 516

資産合計 7,727,134 7,826,373

負債の部   

流動負債   

短期借入金 － 300,000

1年内償還予定の社債 20,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 804,017 830,146

未払金 399,619 493,664

未払法人税等 165,930 23,688

前受金 515,135 59,246

賞与引当金 41,373 204,166

その他 590,363 488,044

流動負債合計 2,536,440 2,408,956

固定負債   

長期借入金 2,601,155 2,907,384

リース債務 570,794 563,376

資産除去債務 149,807 181,732

その他 44,821 44,808

固定負債合計 3,366,579 3,697,301

負債合計 5,903,019 6,106,257
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 285,771 285,771

資本剰余金 510,439 510,439

利益剰余金 1,027,840 923,846

自己株式 △79 △79

株主資本合計 1,823,971 1,719,977

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 143 137

その他の包括利益累計額合計 143 137

純資産合計 1,824,115 1,720,115

負債純資産合計 7,727,134 7,826,373
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 2,366,394 2,749,730

売上原価 1,950,127 2,339,250

売上総利益 416,266 410,479

販売費及び一般管理費 389,587 437,076

営業利益又は営業損失（△） 26,678 △26,596

営業外収益   

受取利息 598 1,333

その他 11,966 5,962

営業外収益合計 12,565 7,295

営業外費用   

支払利息 9,818 12,541

株式公開費用 4,000 －

その他 1,173 560

営業外費用合計 14,992 13,101

経常利益又は経常損失（△） 24,252 △32,403

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
24,252 △32,403

法人税等 13,610 △7,023

少数株主損益調整前四半期純利益又は

少数株主損益調整前四半期純損失（△）
10,641 △25,379

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,641 △25,379
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,641 △25,379

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 34 △5

その他の包括利益合計 34 △5

四半期包括利益 10,675 △25,385

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 10,675 △25,385
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

減価償却費 56,433千円 79,884千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自平成26年１月１日　至平成26年３月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日

定時株主総会
普通株式 52,410 10  平成25年12月31日  平成26年３月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日　至平成27年３月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月26日

定時株主総会
普通株式 78,614 15  平成26年12月31日  平成27年３月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 962,123 1,404,270 2,366,394 － 2,366,394

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 962,123 1,404,270 2,366,394 － 2,366,394

セグメント利益 61,288 101,805 163,094 △136,415 26,678

 

（注) １.セグメント利益の調整額△136,415千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費用

　　　　 は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,020,189 1,729,541 2,749,730 － 2,749,730

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,020,189 1,729,541 2,749,730 － 2,749,730

セグメント利益 47,760 52,709 100,470 △127,067 △26,596

 

（注) １.セグメント利益の調整額△127,067千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費用

　　　　 は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）（円）
2.03 △4.84

（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
10,641 △25,379

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
10,641 △25,379

　普通株式の期中平均株式数（株） 5,240,985 5,240,956

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年６月14日

サクセスホールディングス株式会社

取　締　役　会　　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　　聡　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 脇本　恵一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサクセスホー

ルディングス株式会社の平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２７年１月１日から平成２７年３月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年１月１日から平成２７

年３月３１日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四

半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サクセスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２７年３月

３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年５月11日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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